
 

 

 

 

小谷地域公共交通（おまるめ山バス）のダイヤ改正等の見直し検討について 
 

令和７年６月２５日提出 
東広島市地域公共交通会議事務局 

 
１ 提案理由 
  令和５年 10 月から高屋町小谷地区において運行開始した地域公共交通「おまるめ山 

バス」について、約１年間の実証運行を経て、令和６年 9 月から本格運行を開始した。 
本格運行後も小谷小学校区おまるめ山バス運営協議会が、本格運行後（ルート及びダ

イヤ改正後）の利用状況を確認し、地域住⺠から意見を聴き取るなどを行い、利用者数
が伸び悩んでいる原因を分析した。再度、運行計画の見直し検討を進めていることを報
告するものである。 

 
２ 見直しの方向性  

別紙「資料３」のとおり

報告事項１ 
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見直しの方向性 

① ルートの延伸（上条ハイツ団地の住⺠からの意見を基に、効率的な運行経路へ変更
を検討）  

●現在、全 8 系統のうち 2 系統のみが上条ハイツ団地を経由して運行しているが、こ
れを全系統が同団地を経由するよう変更（ルートの延伸）を検討している。 
上条ハイツ団地への坂道が急勾配であることから、特に高齢者にとって大きな負担
となっており、月・水曜日の往復 2 回を 4 回に増やし、火・金曜日の他系統も同団
地を経由するように検討することで、住⺠の利便性向上と利用者増が見込まれる。 

▽運行ルート 
【月・水運行 現行】            

 
 

【月・水運行 見直し案】 

 

資料３ 

出典：国土地理院 淡色地図 

出典：国土地理院 淡色地図 
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▽運行ルート 
【火・金運行 現行】            

 
 

【火・金運行 見直し案】 

 
 
 
 
 
 

出典：国土地理院 淡色地図 

出典：国土地理院 淡色地図 
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② ダイヤの修正（利用者からの意見を基に、買い物の利便性向上を図ったダイヤへの
変更を検討）  

●買い物の利便性向上 
⼀部の系統において、買い物後の帰りのバスまでの待ち時間が⻑すぎるとの利用者
の声が寄せられている。これを受け、バスの到着時間から次のバスの発車時間まで
の待機時間の短縮を検討している。これにより、利便性の向上が期待され、利用者
数の増加が見込まれる。 

▽運行ダイヤ 
【月・水運行 見直し案】 
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【火・金運行 見直し案】 

 


